
３
７
同
会
会
員
各
位 

 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
四
日
に
発
足
し
た
関
東
支
部
は
、
今
年
で
満
三
年
に
な
り
ま
す
。 

当
支
部
で
は
毎
年
三
回
の
定
時
会
合
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
観
桜
会
と

総
会
の
年
二
回
と
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
て
こ
の
度
、
広
島
市
か
ら
大
久
保
博
明
君
（ 

三
年
三
組
）の
御
参
加
を
得
て
、
左
記
要
領
で 

総
会
兼
大
久
保
君
歓
迎
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
下
関
や
九
州
方
面
な
ど
か
ら
も
是
非

御
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
日 

時 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
六
日
（日
）十
三
時
～
十
五
時 

一
、
場 

所 
 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北 

四
―
二
―
二
十
五 
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷 

二
階 

中
国
料
理
「翠
（す
い
）」（電
話
〇
三
―
六
六
八
五
―
〇
五
四
四
）  

 

一
、
会 

費 
 

女
性
四
千
円
、
男
性
六
千
円
（通
信
費
の
一
部
を
含
み
ま
す
。
お
釣
り
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
料
理
等 

 

中
華
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
＋
飲
み
放
題
で
す
。 

一
、
そ
の
他 

 

二
次
会
は
「カ
ラ
オ
ケ
館 

神
田
小
川
町
店
」で
十
五
時
半
～
十
七
時
半
の
間
行
い

ま
す
。
二
次
会
費
は
女
性
無
料
、
男
性
は
飲
食
費
を
含
め
た
人
数
割
り
で
決
め
ま
す
。
ま

た
、
一
次
会
、
二
次
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
を
明
確
に
さ
れ
て
、
八
月

二
十
五
日
（火
）ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
た
だ
し
、
幹
事
を
不
安
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、

な
る
べ
く
前
倒
し
で
御
都
合
を
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
７
同
会
関
東
支
部
幹
事
長 

 

村 

川 

淳 

一 

（携
帯
電
話 

〇
九
〇
―
四
五
三
七
―
五
七
九
三
） 



「ラ
ン
チ
コ
ー
ス
の
内
容
」（現
時
点
） 

 

〇
中
国
前
菜
盛
合
せ 

 

〇
海
老
の
マ
ン
ゴ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
黄
金
パ
ン
粉
掛
け 

 

〇
牛
肉
と
茄
子
の
中
国
味
噌
炒
め 

 

〇
点
心
二
種 

 

〇
鰈
と
蓮
根
の
唐
揚
げ 
甘
酢
餡
掛
け 

 

〇
翠
名
物 

龍
醤
坦
坦
麺
（伊
勢
海
老
風
味
の
坦
坦
麺
）又
は
炒
飯 

 

〇
翠
式
杏
仁
豆
腐 

 
 

 
 

 
 

（飲
み
放
題
は
日
本
酒
以
外
） 

             

 



「会
場
見
取
り
図
」 

 

一
次
会
場
・・・左
図
の
黄
色
い
矢
印
の
方
向
か
ら
入
っ
て
下
さ
い
。
直
接
二
階
に

着
き
ま
す
。 

 

 

  

二
次
会
場
・・・下
図 

二
時
間
で
三
二
〇
円
＋
ワ
ン 

ド
リ
ン
ク
代
金
で
す
。 

  

 


